（様式5-1）先導的提案技術　一覧表　2017年度基準
環境共生住宅認定（戸建住宅）先導的提案技術

（様式5-1）提案類型　一覧表　2015年度基準
環境共生住宅認定（戸建住宅）提案技術

	次のとおり，環境共生住宅認定基準に適合する工事を実施します。

平成　　年　　月　　日

住宅の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


１．先導的提案技術の選択

特定評価項目より高度な，あるいは特定評価項目に示す項目以外で採用する技術や設計上の工夫を，下記に示す４つの類型の中から選択して下さい。（当てはまる類型No.および項目No.に○を付けて下さい）

	先　導　的　提　案　技　術
	類型No.
	項目No.　及び　提案名称

	
	Ⅰ．省エネルギー型
	1． より高度な熱損失の低減

2． より高度な日射の制御

3． 太陽エネルギーのパッシブ利用、アクティブ利用
4． 未利用エネルギーの積極活用
5． 外皮と設備による省エネルギー化
6． 高効率設備機器の採用

7． その他

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)



	
	Ⅱ．資源の高度有効利用型
	1． より高度な耐久性

2． 変化対応型構・工法の採用

3． ロー・エミッション化

4． リサイクル建材の積極利用

5． 水資源の高度有効利用

6． 生活廃棄物分別収集の建築的支援

7． その他

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)



	
	Ⅲ．地域適合・環境親和型
	1． 地域の生態環境との高度な親和

2． 地域の水循環への十分な配慮

3． 地域の緑化への積極的な配慮

4． 豊かな内外の中間領域の創出

5． より高度で総合的なまちなみ、景観への配慮

6． 地域文化・地域産業の反映

7． その他

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)



	
	Ⅳ．健康快適・安全安心型
	1． 内外の適切なバリアフリー化の徹底

2． 適切で十分な通風・換気性能の確保

3． 人・環境に無害な建材の使用の徹底

4． 高度な遮音・防音性能の実現

5． 住宅の性能保証や維持管理に関するアフターサービスの充実

6． 住宅の性能、構・工法、材料、設備機器等に関する情報サービスの提供

7． その他

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
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